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研究計画内容 【研究の背景と目的】 

世の中には新しいものや便利なものが次々に登場し、私たちの暮らし方や生き方も変化

を重ねている。新しい仕事や職業が生まれる一方で、廃れる職業や消滅する仕事がある。

そうしたなかでも、決して変わらない事実が一つある。それは、「人は働かなければなら

ない」という事実である。2020 年以降における新型コロナウイルス感染症の世界的な感

染拡大によって、世界はコロナ以前とコロナ以後に分かたれることになった。しかしなが

ら、「人は働かなければならない」という事実は、そのことから何ら影響を受けていない。

これらのことをふまえて、「人は働かなければならない」という事実から出発して、「いっ

たいどのような理由と仕組みによって、人が働かなければならないような世の中になって

いるのか？」「人は、働かなければならない代わりに、何はしなくてもよいのか？」とい

う問題を解明することが、私たちの研究の目的である。 

 

【研究の対象と方法】 

通常、労働経済学においては、「人は働かなければならない」という事実は所与とされ

る。労働経済学は、労働市場が存在することを所与としている研究分野だからである。そ

れゆえ、労働経済学における基礎的な問いは、「人が働くことに影響を与えるのは何か？」

というものであり、そこにおいては、「人が働く」という事実は所与とされている。それ

に対して、私たちが明らかにしたいことは、「人は働かなければならない」という事実の

原因とその効果である。そこで私たちは、今回の研究において、「人は働かなければなら

ない」という事実の原因とその効果について、（1）その事実によって個人レベルで実現さ

れることは何であるのか、（2）その事実によって社会レベルで実現されることは何である

のか という 2 つの観点から、実際のデータをふまえながら理論的に考察する。 

 

【期待される成果】 

今回の私たちの研究によって、労働経済学においては分析対象として通常取り上げられ

ることのない「なぜ人は働かなければならないのか、働くべきなのか」という事実の原因

とその効果が明らかにされる。その際に結論として導き出される命題の一例は、「個人レ

ベルで考察する場合には『働かない方が得である』と結論付けられるケースであっても、

社会レベルで考察する場合には『働いた方が得である』と結論付けられることになる」と

いうものである。 


